
⼀般財団法⼈ 全⽇本労働福祉協会 戦略マップ
従業員等の男⼥⽐率 男性：５２．４％、⼥性４７．６％

従業員等の平均年齢 ４５．６歳

拠点 本部：東京都、⽀部：⻘森〜東海７拠点

経営⽬標

ワーク・ライフバランスとウェルビーイング(Well-being)

⼈的健康資源

健康投資
健康関連の最終的な⽬標指標

従業員等の意識変容・⾏動
変容に関する指標

健康投資施策の取組状況
に関する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい

経営課題

ワーク・ライフバランス

職員のワーク・エンゲー
ジメント

健康の保持・増進のた
めのポピュレーションアプ

ローチ

様々な効果に関連する
健康投資（＊）

⼼⾝の健康に関する相
談者の増加

睡眠時間・質の改善

年次有給休暇取得率
の向上

平均所定外労働時間
数の減少

⼆次健診勧奨の実施
率

健康セミナーの参加率、
特定保健指導実施率

の向上

健康管理アプリ利⽤率
の向上

仕事と育児・介護の両
⽴職員の⽐率

健康管理アプリの運⽤

年次有給休暇取得奨
励

外部相談窓⼝の設置

勤怠管理システムの導
⼊

ハラスメント防⽌研修
／メンタルヘルス研修

保健師等専⾨職による
健康セミナー、特定保健

指導等の実施

⼆次健診勧奨の実施

職員のモチベーション・
ワーク・エンゲージメン
トを向上させ、⽣産性の

向上につなげる

健康経営に関する理念
健康経営に対する経営層

のコミットメント
組織⾵⼟

健康経営推進委員会健康管理アプリ

環境健康資源

勤怠管理システムの導⼊

健康資源

「職員の⼼⾝の健康保持・増進」と
「健全な職場と職員の幸福の追求」を志向することにより、
「お客様への安全、安⼼で、正確な健康診断を提供」し、

企業の評価を⾼める

「８．働きがいも経済成⻑も」

企業価値

事業活動を通じて「社会的責任」を果たし社会への貢献を⾏う

「３．すべての⼈に健康と福祉を」

社会的価値

職員の健康と健康意識の
向上を通じて、⼼⾝の疾
病等による離職や⽣産性

の低下を低減する

アブセンティーズム
（疾病休業）

ワーク・エンゲージメント
重症化予防

健診後再検査受診率

プレゼンティーズム
（疾病就業）

ワーク・エンゲージメント
の向上

アブセンティーズム（疾
病休業）の低減

プレゼンティーズム（疾
病就業）の低減

離職率の低減
（フィジカル起因、メンタ
ル起因を含む）

メタボリックシンドローム
発症率の低減

⼥性の活躍の推進

ヘルス・リテラシーの向上

ワーク・ライフバランスが
取れた職員の増加

仕事の熱意や活⼒、満
⾜度の向上

⼆次健診勧奨対象者
の医療機関受診割合の

増加

健全な⾷⽣活を送る職
員の割合の向上

有所⾒率を下げる

⼥性職場復帰率
／⼥性管理職⽐率

特定保健指導等の参加率
健全な⾷⽣活を送る職員

の割合
運動習慣のある⼈の割合 有給休暇取得率 健診有所⾒者数

個⼈のヘルス・リテラシー能
⼒

健康管理アプリ利⽤率
各種研修会・セミナー等の

参加率
傷病等による退職者

⼥性職場復帰率
／⼥性管理職⽐率

睡眠満⾜者率 ⻑時間労働時間

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の
「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効
果に関連する健康投資」とする。

ハラスメントのない職場
づくり

／メンタルヘルス対策

健康リスクの⾼い⼈を対
象としたハイリスクアプ

ローチ

⼥性の活躍・⽀援の取
組


